
2019年 7月 16日 

釜石シーウェイブス RFC 

 

ジャパンラグビートップリーグカップ 2019 第 4節 三菱重工相模原 DB戦 試合結果 

 

 

1．日時  7月 13日(土) 16：30キックオフ 

 

2．場所  秩父宮ラグビー場 

 

3．試合結果 

 

釜石シーウェイブス - 三菱重工相模原ダイナボアーズ 

28 - 14 

前半 後半  前半 後半 

3 1 T 0 2 

3 1 G 0 2 

0 0 PT 0 0 

0 0 PG 0 0 

0 0 DG 0 0 

21 7 小計 0 14 

 

FW: 1．マフィ 2．伊藤(大) 3．ホラニ 4．フィッツジェラルド 5．山田 6．木村 7．コテカ 8．中野 

BK: 9．南 10．中村 11．小野 12．菅原 13．ファンデンヴォルト 14．星野 15．フィサー 

Re:16．牛窪 17．延田 18．サンデー 19．トーマス 20．畠山 21．二宮 22．村田 23．レイ 

 

4．試合内容 

 2019年 7月 13日(土)、ジャパントップリーグカップ 2019第 4節、三菱重工相模原ダイナボア

ーズ（以下、三菱）と東京 秩父宮ラグビー場で対戦しました。 

試合は時折小雨が降る中、三菱のキックオフで開始されました。釜石はキックオフレシーブか

らミスなくゲームを進めます。前半 14分、釜石は敵陣ゴール前のマイボールスクラムを起点にフ

ェイズを重ね、最後は菅原から星野に渡りトライ、ゴールも決まり先制します。25分には敵陣ゴ

ール前を FW が粘り強く攻め、最後は南がパスダミーからトライ、ゴールも決まり、14 対 0 とな

ります。さらに追加点を重ねたい釜石は敵陣ゴール前のスクラムを起点に 10フェイズを超える攻

撃を重ね、最後は南からのパスにヘルダスが走り込みトライ、21対 0となります。その後、三菱

に釜石ゴール前まで攻め込まれますが、スコアを許さず、21対 0で前半を折り返します。 

後半、更に追加点を加えたい釜石ですが、一進一退の攻防が続きます。17分三菱にトライを返

され、21対 7となりますが、24分、敵陣 22m付近で得たペナルティを南が素早く仕掛け、ケイン 

コテカに繋ぎトライ、ゴールも決まり、28対 7となります。31分に三菱にトライを返されますが、

最終スコアを 28対 14としてノーサイドとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5．スコット・ピアース HCからのコメント 

 

 This performance was more about belief in what the team is expected to do than anything 

else. 

First 40 we showed much better discipline sticking to a game plan and in doing so dominated 

both possession and field position. Mitsubishi were determined to attack our scrum. 

8 front row injuries would mean our scrum would battled for 80 mins. But this over focus 

was perhaps their demise as our boys for most of the game had party and occasionally dominated 

at scrum time. They were stunned by our little men in defence with special mention of Yuki 

who was 30+Kgs lighter than his gaikokujin opposite. 

We have a long way to go but applying what we practice is a good start. 

We can be very proud of those that wore the jersey this week and know that we are only going 

to get better. 

 今回の試合はゲームプランよりも自分達のやってきたことを信じることでした。前半の 40分間

は、ゲームプランを精度高くそして規律も守れており非常に良く、ポゼッションとフィールドポ

ジションで相手を上回ることができました。ラインアウトも良く、相手にもプレッシャー与え続

けたため 6 回のミスを誘えました。スクラムはフロントローに 8 人もの負傷選手がいる中で、皆

80分ピッチに立ち続ける気持ちで挑んでくれたと思います。逆に三菱さんにプレッシャーをかけ

られる場面もありましたが、大事なところで 8 人が頑張ってくれました。ディフェンスは、三菱

さんの外国人選手よりも 30 キロ程差がある小柄な管原選手のディフェンスには私も驚きました。

この勝利はチームにとって大きな自信となりますが、まだまだ道のりは長いです。 

 

 

6．小野キャプテンからのコメント 

 

 毎試合たくさんの応援ありがとうございます。カップ戦初勝利を挙げることができ非常に嬉し

く思います。80分間チャレンジし続けられたこと、そして自分たちを信じて戦い続けられたこと

が今回ゲームの勝因だと思います。内容に関しましては、取りきれるところでの細かなミスなど、

修正する部分はありますが、準備したことをやり切れたゲーム内容だったと思います。今回のパ

フォーマンスがチームのスタンダードであるということを示すことが出来るよう、次のゲームに

向けて良い準備をしたいと思います。今後とも応援の程宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7．中野キャプテンからのコメント 

 

 雨の中、沢山のご声援ありがとうございました。今回の試合は、今まで課題であったペナルテ

ィやミスの部分で相手より我慢ができました。これにより、ゲームを釜石がうまくコントロール

でき、勝利に繋がったと思います。チームとして、この勝利で得た自信や良い雰囲気をコーラ戦

に繋げていきたいと思います。今後ともご声援宜しくお願い致します。 

 

8．木村選手からのコメント 

 
いつも沢山の熱い応援ありがとうございます。80分間、アタック、ディフェンスともに三菱さ

んにプレッシャーを与え続けることができた結果が勝利に繋がったと思います。まだまだ課題は

ありますが、次戦のコーラ戦もしっかり勝つ準備をしていきたいと思いますので応援宜しくお願

いします。 

 

9．菅原選手からのコメント 

 
 応援して下さった皆さん、ありがとうございました。今回の試合は、試合の入りから相手にプ

レッシャーを与え続けられ良い形でゲームを進められました。また、チームでやろうとしていた

事を遂行でき、80分間通してチャレンジし続ける事が出来たゲームでした。その結果が形として

現れたと思います。トップリーグのチームに勝利を挙げる事が出来たのは、チームとして大きな

成果に繋がりました。コーラ戦に向け気持ちを切り替え、また良い準備をして臨みたいと思いま

す。 

 

10．今後の試合スケジュール 

7月 20日(土)18:30 TLC第 5節 vsコカ・コーラ RS：熊本県えがおスタジアム 

 

以上 


